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森田　良彦
（森田良農園）
（京都府京都市）

■ 連絡先
電話： 075-791-4880 
FAX： 075-791-5986 
web：http://www15.plala.or.jp/puremorita

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

トマト 6a 6～8月 化学肥料9割減
化学農薬9割減 ○

ナス 6a 6～8月 化学肥料8割減 
化学農薬9割減 ○

キュウリ 3a 6～10月 化学肥料7割減 
化学農薬9割減 ○

トウガラシ 2a 6～8月 化学肥料8割減 
化学農薬9割減 ○

賀茂ナス 2a 6～8月 化学肥料8割減 
化学農薬9割減 ○

その他、いろいろな野菜を作っています。（ダイコン、ニン
ジン、ホウレンソウ、ネギ、キャベツ他） ○

■ こだわりポイント
・ 土の健康を見ながら環境に配慮して、お客さんがおいしいと喜んでくれる野

菜を作っています。

・ 単に土に有機物を投入するのではなく、土壌分析を行って、余分な肥料分を
入れないように健康的に育てています。

・ 農林水産業は「生命維持産業」です。責任を持って取り組んでいます。

京都こだわりマルシェにも出展しています。	 生産しているダイコン

自分が食べておいしいもの
をお分けしています。
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いばら農園
（京都府八幡市）

■ 連絡先
電話： 075-981-3416 
FAX：075-981-3416  
E-mail：ibara_nouen@nike.eonet.ne.jp

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

水稲 274a 通年 不使用 ○

■ こだわりポイント
・ 農薬はもちろん、肥料も使ってい

ません（無施肥）！

・ 植物は本来エチレンというホルモ
ンを持っていて病気や虫がつくの
をふせいでいるが、肥料を入れる
ことによってエチレンが少なく
なって、病気や虫がつきやすくな
るそうです。

・ 収量は落ちますが、病気や虫を寄
せ付けない稲から実った天然米で
す。

・ 収量は負けますが、根の長さは負
けません！

肥料も農薬も使っていない
ので天然の活力のあるお米
です！

慣行栽培に比べて、長い根
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かみむら農園
（京都府八幡市）

■ 連絡先
電話： 090-7361-4581 
E-mail：kamimuranouen@gmail.com 
web：かみむら農園（FACEBOOK）

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

大根 10a 12月頃 不使用 ○ ○

ほうれん草 40a 11月～2月 不使用 ○ ○

露地トマト 
（大玉） 20a 7月 不使用 ○ ○

オクラ 5a 7月～9月 不使用 ○ ○

イチゴ 2a 2月～5月 不使用

■ こだわりポイント
・ こだわり豆腐屋から排出され、これまで未活用だったオカラを頂き、自分の

畑にて米ぬかなどと発酵させて使っています。

・ その他の肥料は山城産の竹パウダーや、圧搾油かす等植物系有機肥料のみを
使用して野菜を作っています。

・ 「オーガニックエコフェスタ 2017 in 徳島」栄養価コンテスト大根部門最優
秀（日本一）：日本農業新聞掲載

・ 京都新聞山城版「瞳」に「植物系肥料による農法で有機 JAS 認定の野菜を
つくる農家」として掲載（平成 29 年 8 月 7 日）

八幡市初の有機JAS取得
農家です。
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京都辻農園
（京都府八幡市）

■ 連絡先
電話： 075-950-8811 
FAX：075-950-8872 
E-mail：non77777@gmail.com 
web：https://kyoto-t.net

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

米 500a 通年 不使用～５割減 ○ ○ ○
筍 40a 3月～5月 不使用 ○ ○ ○

■ こだわりポイント
・ 京のプレミアム米コンテスト　金賞
・ 米の味の全国コンクール『お米番付』2016,2017 ２年連続最優秀賞受賞。
・ 日本農業新聞、全国農業新聞、京都新聞、KSB 京都、朝日放送、等メディ

ア紹介多数。

・ 『鴨に選ばれし田』人為的なカルガモ農法ではなく、田に空けた大きな隙間
にいつも自然に天然の鴨が群れを成してくれていることからも、生き物との
共存が保たれた良好な自然環境を確認できます。

・ その他、書ききれない無数のこだわりはＨＰで御確認を！

環境にやさしいだけじゃない、
美味しい米・筍を作っています！
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web：http://asadatyauen.co.jp



● 京都府有機農業アドバイザー
● H25京都府環境にやさしい農業推進コンクール優秀賞
● 有機 JAS に基づいた有機栽培により茶を生産し、国内
だけでなく、アジアや欧米にも輸出しています。

● 自社工場にて製茶を行う一貫体制を整え、異物除去機、
金属探知機を導入し、より安全性を高めています。

● ドイツハンブルグ公共放送（NDR）がドキュメンタリー
番組の制作のため、茶収穫や手作業の草取り作業を取
材しました。

● 圧搾ナタネ油粕やゴマ粕などを活用した肥料を春と秋
の年２回施肥しています。

● 天敵（クモなど）を活用した害虫防除、除草は全て人力で行っています。





web：http://kiyomon.com







野菜類（枝豆、イ
ンゲン、トマト、
ダイコン、ハク
サイなど）

エコファーマー認定のお米を召しあがれ！
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児島　ひかる
（京都府南丹市）

■ 連絡先
電話・FAX： 0771-68-1055 
E-mail：coco831.order@gmail.com 
web：http://www.cocodeplanters.com

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

水稲 170a 通年 不使用 ● ●

トマト 10a ７～８月 不使用 ● ●

春菊 10a 11月～２月 不使用 ● ●

■ こだわりポイント
・ 水稲は自然の力と植物の力を引

き出して、美味しいお米を作っ
ています！

・ 野菜は植物性資材肥料 100％の
みで栽培しております。

肥料や農薬に頼らない、自然と
共に歩む農業を目指しています

生き物一杯の田んぼで育てています！



web ： http://hayashi-nouen.petit.cc



37

農事組合法人   
　竹井営農組合

（京都府南丹市）

■ 連絡先
電話： 0771-62-1248 
FAX：0771-62-2419 

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

特別栽培米 1,300 a 9月～12月 5割減 ● ● ●

加工用米 240 a 9月～12月 ● ●

黒大豆 150 a 12月～2月 農薬3割減

小豆 40 a 10月～12月 農薬5割減

もち米 50 a 10月～12月 ●

■ こだわりポイント
・ 水稲は、エコファーマー、

特別栽培など環境に配慮
した栽培をしています。

・ たい肥、米ぬかの施用、
冬季湛水により、田んぼ
にはカエル・ミミズ・野
鳥がたくさんきてくれま
す。

・ 黒大豆は摘芯栽培・高う
ね耕起により収量アップ
を目指しています。

ホタルとびかう水明の郷

丹波の黒豆（2Lサイズ手選別品） コシヒカリ		特別栽培米
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野村　章二
（京都府南丹市）

■ 連絡先
電話・FAX：0771-62-2630  

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

特別栽培米 80a 通年 ５割減 ● ● ●

伏見甘長
とうがらし ３a ６月～11月 ３割減 ●

新羽二重糯 ５a 通年 農薬不使用 ● ●

■ こだわりポイント
・ 新羽二重糯では稲木架けによる自

然乾燥、冬期湛水を行っています。

・ 新羽二重糯は合鴨農法で栽培して
います。

合鴨農法で生産した安心安全な
お米を是非、ご賞味下さい！

冬季湛水中のほ場



品種

6a
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美山自然農法の会
（京都府南丹市）

■ 連絡先
電話：0771-76-0017  

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

水稲 250a 通年 不使用 ●

■ こだわりポイント
・ 水稲は自然農法による栽培として

おり、化学農薬・化学肥料は使用
していません。

・ 地域資源を活かして堆肥を製造し
配布するなど循環型農業を進めて
います。

・ 代かき直後に浮遊する雑草や種を
除去するほか、植付後は機械除草
を行っています。

・ 冬季湛水による生物多様性の向上をめざしています。
・ H29 京都府農地・水・環境保全向上対策協議会優良組織表彰＜環境保全型

農業部門＞京都府農地・水・環境保全向上対策協議会長賞

有機農業を推進し安心・安全
そしておいしい農産物を提供
しています

消費者との交流
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農事組合法人
　樂農庵

（京都府京丹波町）

■ 連絡先
電   話：0771 ー 87 ー 0051 
E-mail：rakunouann@daddy.zaq.jp 

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

山の芋 50a 11月～5月 6割減 ○ ○

小　豆 500a 12月～1月 2割減 ○

■ こだわりポイント
・ 山の芋栽培でエコファーマー認定

を受け環境への配慮を行っていま
す。　　

・ 牛糞堆肥による土作りや有機質由
来のぼかし肥料を積極的に使用し
ています。

・ 血沸き肉躍る ｢樂｣ ステータスで
栽培に勤しんでいます。

・ ガキ百姓ながら・・・土の声、作
物の囁きを聴ける耕作者を目指し
ています。

安心作物・安全作物に
こだわってます。

一つ一つ丁寧に出荷しています
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2,000a

電話・FAX ： 0773-47-0576



44

株式会社
ファームきぬがわ

（京都府福知山市）

■ 連絡先
電話： 0773-38-0308
E-mail：kabushikigais.huamukinugawa@navy.plala.or.jp 

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

水稲販売用 200a 通年 ５割減 ● ○

水稲採種 450a － ３割減

水稲作業受託 400a 3月 ～ 9月 － ○

万願寺甘とう 30a 6月 ～ 11月 ３割減 ●

紫ずきん 45a 7月 ～ 10月 ３割減 ●

■ こだわりポイント
・ 京のプレミアム米コンテスト入賞
・ 堆肥等で土作りを行い、化学肥料の使用量を削減しています。
・ 畦草刈り等で病害虫の発生を予防し、農薬の使用量を削減しています。

研修生募集中！

夜久野町の農地を守るため、平成 29年に法人化し、担い手を雇用
しています。



み ぶ り

ダイコン 30a 11月～2月
2081a

子供たちと共に楽しい農業の機会を作っています。

小学校　田植え・刈取（乾燥・出荷見学）保育園　田植え・芋挿し・芋掘り
子供たちに安心して食べてもらえる作物をつくっています！

3







E-mail：kt.tanba.fujita@docomo.ne.jp

（　　）MoA自然農法
により栽培 200a

12a

5a



京のプレミアム米コンテスト　金賞
あいがもたちが育てる、至高のお米



電話・FAX：0773－38－1377
E-mail：yakuno@kyoto-shinkoudan.jp
web：http://kyoto-shinkoudan.jp



電話：0772－45－1626（組合事務局）
FAX：0722－22－8480

1,243a



441a

緩効性の有機質肥料を使用し、環
境にやさしい土づくりをしていま
す。
稲わらのすき込み、冬期湛水によ
り、土壌に有機物を供給します。

電話：0772－64－4091
FAX：0772－64－0157

安全安心なお米を栽培中
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自家製もみ殻堆肥で土づくり、自家製ビニペット除草機で抑草、LED防蛾灯で害虫
対策、農業機械にバイオディーゼル燃料など、あの手この手で環境にやさしい農業
に取り組んでいます。



FB：“野木源　Facebook”
で検索してください

54



・ 地域の農地保全を目的にほ場整備を進め、１枚１ha規模の広大な水田が並ぶ。
・ 冬場の田んぼに水をためる「冬季湛水」により、豊富な生き物や微生物を育み、
水稲の生育期間には「とろとろ層」を
形成します。
・ 豊かな生物相（餌）に惹かれるように、
毎年コウノトリが飛来。多いときには
同時に5羽も！
・ 集落営農法人設立の先駆けとして、
新聞等に取り上げられること多数。
・ H28 京都府農地・水・環境保全向
上対策協議会優良組織表彰
＜環境保全型農業部門＞京都府知事
賞
・ H29 近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール
近畿農政局長賞
・ 府内外問わず、毎年、複数の視察を受け入れています。
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FB：“梅本農場　Facebook”
で検索してください。
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の ぶ と し
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京のプレミアム米コンテスト　入賞
有機JASの認証を受けたほ場1ha以上で、量よりもおいしさを目指したお米を栽培
しています。
一番大切な土づくりには、もみがら、牛ふんなどを原料にした自家製堆肥を使用し
ています。
与謝野町産有機100％肥料（豆っこ肥料）を使い、“うまい”安全な米づくりに取
り組んでいます。
人と人とのつながりを大事にして、作物をお届けしています。
自然循環型の農業をしているためか、田んぼにはカエルやドジョウなどの生き物が
いっぱいおり、コウノトリやコハクチョウがそれらを食べに来訪します。

61

米（有機JAS） 不使用

E-mail：info@date-farm.com

9.5a
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